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誰でもできる国際耕種のリモートセンシング画像解析シリーズ 

第５回：国際耕種における今後の活用の方向性 

今回を最後に「誰にでもできる国際耕種のリモー卜センシンク画像解析シリーズ」をー応、閉めようと

思います。しかし、今後も随時我々の入手した経験・情報はできるだけわかリやすい形で皆様に紹介し

ていこうと思っています。国際耕種では今後も持続的開発に向けた乾燥地の農業・国内外の環境業務に

係わリつつ、リモセン技術など新しい手法も導入してよリよい成果を出せるように頑張るつもりです。 

これまで我々の取り組んできたリ

モセン関係の解析実績は、右に示し

ましたように数も内容もまだまだ

不十分で試行錯誤の状態ですが、下

に書きました GIS の考えかたも含

め、今後の業務の柱のーつにしたい

と考えています。 

そこで今回は、国際耕種が今後リモセン技術、その関連情報に関する活用方法で、常日頃我々が話して

いる内容を紹介しておきます。 

（１）画像情報と地図情報の組み合わせ 
これは最近、地埋情報システム（ＧＩＳ）とか言った言

葉でー般的にも普及してきたデータベースのことで、画

像情報と地図情報をリンクした形で事象を表現しようと

するものです。これまで画像は画像解折ソフ卜で、地形

や土地利用など地図情報はマップ II やエクセル、さらに

手作業など別々の作業で利用してきました。そのためこ

れらの関連を調べるときの作業は試行錯誤で、時間もか

かり大変な作業量となっていました。近年、GIS 関連の

市販ソフトのシステムも多くで回るようになってきてお

リ、これらを活用しデータの保存や分析を効率的に進め

るような形にしたいと思っています。 

（２）地域開発業務への導入 
画像の分解能がどんどん細かくなってきて、よリ面積の

狭い地域でもリモセン技術を使えるようになってきてい

ます。海外ばかリでなく国内でも「村輿し」とか「グラ

ンドワーク運動」など特定地域での調査にも係わる機会

が増えてきていますので、ＧｌＳ関連手法での解析をや

ってみたいと話しています。 

（３）事例の積み上げ 
これまで耕種で行ってきたリモセン業務は数も少ないため、

耕種内部でもー面的な使い方しか行っていません。また、解

析ソフ卜を取り扱っている業者でさえ、ソフ卜をどのように活

用できるかかわからないと言いながら販売している業者もあ

リ、実用面からの使い方はー般には十分浸透してないー面

もあると思います。今後、耕種では社内研究・調査、情報の

収集などから、日常的な業務になリ得るような情報を蓄積し、

どのような分野で、どのように使えるか等の情報を集め、多く

の分野で生かせるような技術にしていきたいと思っています。


